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研究成果の概要 

 

本研究では，オープンソースソフトウェア（OSS）を含むソフトウェアエコシステム全体を包括的に

保守するというコンセプト「メタメンテナンス」の社会実装に向けて，（１） OSSプロジェクトにおける

有用な知見の探索，（２） OSSエコシステムモニタリングシステムの開発，（３）メタメンテナンスに関

する自動化技術の開発，（４） OSSエコシステムを対象とした実証実験，という研究項目に取り組

んでいる．  

第三年次である 2024年度は，研究項目（１）において，生成 AIの ChatGPT との会話を共有す

るリンクを，そのリンクが現れる GitHub上のコンテキスト情報と合わせて収集し，コミュニティに公開

した 1)．実務者がソフトウェア開発においてどのように生成 AIを活用しているかというのは研究コミ

ュニティの大きな興味となっており，先駆的な貢献ができた．国際会議Mining Software 

Repositories 2024のMining Challenge トラックのデータセットとして採用され，既に多くの研究に使

われている．研究項目（３）において，GitHub Copilotのプルリクエスト説明文作成についての実験

的機能の実証的分析結果を，トップ国際会議の一つである International Conference on the 

Foundations of Software Engineeringで発表した 3）．分析時は技術的な限界が大きかったが，その

後の生成 AI技術の発展から，現在は実用レベルになってきている．研究項目（４）の OSSエコシ

ステムについて，OSS開発者個人への寄付とソーシャルネットワークの関係について調査した実証

研究をソフトウェア工学最高位の国際会議 International Conference on Software Engineeringで発

表した 2）．また，政治的または経済的な立場をとるためにメンテナーがサボタージュする「プロテスト

ウェア」と呼ばれる行為についてのケーススタディを英文論文誌で発表した 4）． 
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